
長島の春を楽しんで
　４月 29 日、「第７回じゃがいもまつり」が開催されま
した。掘り取り体験では、多くの家族連れでにぎわい、大
きいじゃがいもを見つけては、歓声が上がりました。

（関連記事＝ P23）



　

長
島
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
が
4
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
選
挙
は
合
併
以
来
12
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
と
な
り
、
現
職
の
川
添
健
氏

と
新
人
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
長
の
大
戸
宏
章
氏
が
立
候
補
。
町
議
会
議
員
選

挙
に
は
、
定
数
14
に
対
し
、
16
人
（
現
職
9
人
、
新
人
７
人
）
が
立
候
補
し

ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
町
長
選
で
は
川
添
氏
が
4
期
目
の
当
選
を
決
め
、
町

議
会
議
員
選
で
は
14
人
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町長に川添健氏が再選

　

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
引
き
続
き
４
期
目
の
町
政
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て

そ
の
重
責
を
か
み
し
め
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
た
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め

に
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
12
年
ぶ
り
の
選
挙

と
な
り
、
私
の
政
策
を
訴
え
、
承
認

い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
平
成
18
年
の
合
併

後
、
初
代
町
長
に
就
任
し
、
新
「
長

島
町
」
の
礎
を
築
く
た
め
に
、「
夢

と
活
力
が
あ
る　

福
祉
の
充
実
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
を
政
策
目
標
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
方
が
ご
承
知
の
と
お
り
、

長
島
町
は
今
年
で
合
併
12
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
福
祉
事

務
所
の
設
置
を
ス
タ
ー
ト
に
、
子
育

て
支
援
で
は
、
小
・
中
学
生
の
給
食

費
無
償
化
、
ブ
リ
奨
学
金
制
度
の
創

設
な
ど
、
行
政
改
革
で
は
、
道
路
管

理
を
は
じ
め
、
入
会
林
野
事
業
の
権

限
移
譲
な
ど
、
全
国
モ
デ
ル
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
の
先
駆
け
と

町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

な
っ
た
、
国
か
ら
の
人
材
支
援
受
け

入
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
整

備
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
、
公
共
事
業
の
積
極
的

な
導
入
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
、

農
業
・
漁
業
な
ど
産
業
の
振
興
、チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
や
太
陽
光
補
助
金
な
ど

に
よ
る
集
落
を
応
援
す
る
事
業
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進
め
て
お

り
、
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
な

変
革
の
と
き
を
迎
え
て
お
り
、
特
に

少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
そ
の
影
響
を
最
も
受
け
る
の

は
地
方
で
あ
り
ま
す
。

　

長
島
の
今
後
の
10
年
を
見
据
え
た

ス
タ
ー
ト
の
年
と
と
ら
え
た
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
４
年
間
で
予
定
さ

れ
る
大
型
事
業
に
取
り
組
み
、
地
方

創
生
へ
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
を

構
築
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
「
住
民
の
皆
さ
ま
が
満
足
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
直
接
対
話
す
る
こ
と
が
、

気
持
ち
が
通
じ
あ
う
基
本
だ
と
考
え

て
、
町
民
と
と
も
に
『
語
り
動
き
ま

す
』を
基
本
姿
勢
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
子
ど
も
に
夢
を
」「
働
く
人
に
活
力

を
」「
福
祉
・
教
育
・
文
化
の
充
実
」「
地

方
創
生
で
全
国
に
Ｐ
Ｒ
」
を
図
り
、

新
し
い
政
策
に
挑
戦
し
続
け
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
職
員
が
一
致
団
結

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆

さ
ま
、
議
会
の
皆
さ
ま
と
の
協
調
、

協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

長
島
町
長　

川
添　

健

↑長島夢追い元気発電所 ↑ながしま造形美術展

↑ぐるっと一周フラワーロード事業

↑４期目の初登庁の朝、役場職員から出迎えられた川添町長

当　5,309　川添　　健（74）④
　　2,137　大戸　宏章（44）
 （囲み数字は当選回数）

●当日有権者数　　8,683 人
●投票総数　　　　7,553 票
●投票率　　　　　86.99 ％

長島町長選挙の開票結果
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　４月 27 日に町議会臨時会が開かれ、
議長に林義明氏、副議長に古田一博氏が選出されました。
そのほか、常任委員会等の議会構成も決定しました。

竹山　司郎（65）
伊　唐

二階堂　猛（63）
蔵之元

池田　安彦（60）  
幣　串

兒玉　誠（61）
菅牟田

邑山　初徳（54）
宮ノ浦

上筋　睦雄（70）
唐　隈

小田　勝志（63）
浦　底

    浦　弘成（64）
川床中

林　誠治（68）
加世堂

前田　穗（67）
葛　輪

古田　一博（68）
指　江

福永　伸親（70）
母良木

池田　廣（72）
幣　串

林　義明（71）
田　尻

（議席番号順）
（白抜き数字は議席番号）

長島町議会議員選挙の開票結果
（定数 14―候補者数 16）

●当日有権者数　8,683 人
●投票総数　　　7,551 票
●有効投票　　　7,463 票
●無効投票　　　  　88 票
●投票率　　　　 86.96％

当　761　林　　誠治（68）②
当　670　兒玉　　誠（61）①
当　562　古田　一博（68）③
当　515　池田　安彦（60）①
当　512　二階堂　猛（63）①
当　490　福永　伸親（70）③
当　480　林　　義明（71）③
当　463　邑山　初徳（54）②
当　434　浦　　弘成（64）②
当　420　池田　　廣  （72）④
当　420　竹山　司郎（65）①
当　416　小田　勝志（63）②
当　411　前田　穗　  （67）②
当　335　上筋　睦雄（70）①
　　292　蒔元　一男（60）
　　280　楠元　照子（62）

（案分票の小数点以下は切り捨て）
（囲み数字は当選回数）　

議
長　
　
　
　
　
　
　

林　
　

義
明

副
議
長　
　
　
　
　
　

古
田　

一
博

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

委
員
長
　
　
　
　
　
林
　
　
誠
治

　
副
委
員
長
　
　
　
　
　
前
田
　
　
穗

　
委
　
員
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
筋　

睦
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

弘
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　
　

廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

義
明

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長
　
　
　
　
　
小
田
　
勝
志

　
副
委
員
長
　
　
　
　
　
兒
玉
　
　
誠

　
委
　
員
　
　
　
　
　
池
田
　
安
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
山
　
司
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
邑
山
　
初
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
永
　
伸
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
一
博

監
査
委
員
　
　
　
　
　
浦
　
　
弘
成

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

議　

員　
　
　
　
　

上
筋　

睦
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

邑
山　

初
徳

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

　

議　

員　
　
　
　
　

二
階
堂　

猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
山　

司
郎

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長
　
　
　
　
　
前
田
　
　
穗

　
副
委
員
長
　
　
　
　
　
福
永
　
伸
親

　
委
　
員
　
　
　
　
　
小
田
　
勝
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
誠
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
一
博

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長
　
　
　
　
　
兒
玉
　
　
誠

　
副
委
員
長
　
　
　
　
　
上
筋
　
睦
雄

　
委
　
員
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
勝
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
誠
治

町議会議員の顔ぶれ

町議会議員 14 人が決定長島町議会構成

１ ２

３ ５ ６ ７

８ 10 11 12

13 14 15 16
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地 区 名 氏 名
野 中 東 條 　 義 昭
菅 牟 田 上 口 　 茂 則
山 中 上 原 　 健 造
本 町 竹 上 　 博 文

西 海 江 田 　 美 治
矢 堂 宮 路 　 義 輝
宮 ノ 浦 平 野 　 利 夫
伊 唐 竹 山 　 司 郎
浦 底 浦 底 　 英 安
福 ノ 浦 宮 脇 　 伸 也
桂 代 川 田 　 誠
三 船 濵 村 　 渉
薄 井 山 下 　 忍
白 瀬 礒 永 　 満 士
本 浦 飯 田 　 満 穗
葛 輪 早 﨑 　 真 州 男
片 側 岩 下 　 千 春
御 所 ノ 浦 須 嵜 　 政 次
湯 ノ 口 湯 元 　 刷

納
税
優
秀
賞
（
12
組
合
）

納
税
優
良
賞
（
17
組
合
）

納
税
努
力
賞（
１
組
合
）

納
期
限
内

（
平
成
29
年
12
月
末
日
）
完
納

年
度
内　（

平
成
30
年
３
月
末
日
）
完
納

納
税
に
対
し
顕
著
な

功
労
の
あ
っ
た
組
合

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

湯　
ノ　
口　
　
（
湯
元　
　

刷
）

杉
ノ
段　
　
（
坂
元　

耕
作
）

梅
ノ
木
山　
　
（
加
世
堂
国
義
）

山
門
野
下　
　
（
柿
ノ
迫
重
則
）

山
門
野
上　
　
（
千
葉　

久
嗣
）

加
世
堂　
　
（
篠
原　

卓
造
）

川
床
下　
　
（
田
中　

隆
明
）

牧
　
　
（
𠮷
鶴　

清
次
）

市
来
崎　
　
（
崎
迫　

正
一
）

矢

堂　
　
（
宮
路　

義
輝
）

浦

底　
　
（
浦
底　

英
安
）

桂

代　
　
（
川
田　
　

誠
）

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

山
門
野
中　
　
（
坂
之
下　

修
）

小　
　

坂　
　
（
上
原　

秀
美
）

赤　
　

崎　
　
（
赤
嵜　

信
夫
）

片　
　

側　
　
（
池
元　

勇
吉
）

藤
之
元　
　
（
白
濵　

輝
記
）

馬　
　

込　
　
（
湯
田　

保
弘
）

萩
之
牟
礼　
　
（
井
手　

道
夫
）

北
方
崎　
　
（
山
下　

重
夫
）

川

内　
　
（
大
川　

一
成
）

西
　
　
（
海
江
田
美
治
）

上

揚　
　
（
江
良
登
貴
男
）

蔵
之
元　
　
（
轟　
　
　

保
）

川
床
上    　
（
児
玉　

浩
一
）

川
床
中    　
（
児
玉　

任
光
）

野

中　
　
（
東
條　

義
昭
）

汐

見　

    （
濵
田　

幹
男
）

本

町　

    （
竹
上　

博
文
）

納
税
組
合
（
納
税
組
合
長
）

御
所
ノ
浦
（
須
嵜　

政
次
）

　

平
成
30
年
度
長
島
町
行
政
連
絡

員
会
議
が
４
月
20
日
、
長
島
町
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
に
は
、
町
内
57
地
区
の
行

政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め
に
川

添
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
、
行
政
の
業
務
内
容

な
ど
に
つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間

活
動
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡

員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議

納
税
功
労
組
合
を
表
彰

　

平
成
29
年
度
納
税
功
労
組
合
表
彰

式
が
４
月
20
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
30
の
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
が
、
昨
年
末
の
納
期

限
内
に
完
納
し
た
12
組
合
に
「
優
秀

賞
」、
年
度
内
に
完
納
し
た
17
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
対
し
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
１
組
合
に
「
努
力

賞
」
を
贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
30
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員
名
簿（
４
月
１
日
現
在
）

↑行政連絡員会議の様子

地 区 名 氏 名
田 尻 上 窪 　 正 志
火 ノ 浦 𠮷 川 　 修 一
山 門 野 下 柿 ノ 迫 　 重 則
山 門 野 中 馬 場 　 喜 作
山 門 野 上 千 葉 　 久 嗣
加 世 堂 渡 邊 　 浩 二
川 床 下 田 中 　 隆 明
川 床 中 児 玉 　 任 光
川 床 上 児 玉 　 浩 一
小 坂 立 山 　 昌 三
杉 ノ 段 坂 元 　 耕 作
梅 ノ 木 山 加 世 堂 　 国 義

牧 𠮷 鶴 　 清 次
市 来 崎 崎 迫 　 正 一
脇 崎 山 頭 　 知 治
塩 追 中 村 　 幸 二
赤 崎 赤 嵜 　 信 夫
山 寺 山 口 　 賢 二
上 揚 髙 田 　 照 明

地 区 名 氏 名
幣 串 池 田 　 卓 男
平 尾 中 南 松 岡 　 満
母 良 木 山 﨑 　 友 喜
藤 之 元 白 濵 　 輝 記
萩 之 牟 礼 井 手 　 道 夫
茅 屋 濵 﨑 　 忠
北 方 崎 瀬 﨑 　 博 光
浜 漉 大 堂 　 定 憲
犬 鹿 倉 大 迫 　 政 喜
蔵 之 元 轟 　 保
小 浜 山 下 　 清 通
指 江 﨑 野 　 豊 文
川 内 大 川 　 一 成
城 川 内 大 堂 　 充 博
唐 隈 小 城 　 賢 治

広 野 松 原 　 義 彦
潟 濱 田 　 孝 一

汐 見 濵 田 　 幹 男
馬 込 湯 田 　 保 弘

じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 新燃却処理施設整備費 介護保険事業費 公債費 総務費他

4,008 円 1,090 円 1,770 円 15,619 円 724 円 930 円 989 円

歳　　入
21 億 3,479 万 9 千円

分担金および負担金
　17 億 5,336 万 5 千円
○内訳　阿久根市　　  4 億 2,926 万 2 千円
　　　　出水市　　　10 億 3,227 万 4 千円
　　　　長島町　　　  2 億 2,785 万 1 千円
　　　　地方交付税　　　  6,397 万 8 千円

国庫補助金
　3 億 2,606 万 4 千円

使用料および手数料
　3,701 万 7 千円

諸収入
　1,835 万 3 千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お
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、
平
成
30
年
度
の
当
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予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
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の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
に
比
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、
５
億
６
千
８
０
９
万
１
千
円

（
36
・
３
％
）
増
の
21
億
３
４
７
９
万

９
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
・
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
及
び

使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使
用

料
等
）、
新
焼
却
処
理
施
設
整
備

事
業
費
に
係
る
国
庫
補
助
金
で

す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）・
リ
サ
イ
ク

ル
・
し
尿
処
理
経
費
や
新
焼
却
処

理
施
設
整
備
に
伴
う
施
設
建
設
工

事
の
事
業
費
な
ど
の
衛
生
費
、
借

金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、

介
護
保
険
の
認
定
審
査
業
務
の
経

費
で
あ
る
民
生
費
で
す
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

住民１人当たりに使われる金額 25,130 円
（平成 30 年 3 月末人口（84,950 人）で算定）

平
成
30
年
度
当
初
予
算
は

　

21
億
３
４
７
９
万
９
千
円

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合　☎（84）4815
　URL http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

　

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計

画
を
立
て
て
、
組
合
の
健
全
運
営

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

歳　　出
21 億 3,479 万 9 千円

総務費
8,201 万 5 千円

議会費
　152 万９千円
予備費
　50 万円

衛生費
　19 億 1,018 万 6 千円
 うち新焼却処理施設整備分
　          13億 2,680 万 7 千円

民生費
6,153 万 7 千円

公務費
7,903 万 2 千円

67



たくさんのご寄附ありがとうございました。 長島町ふるさと納税

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
一
覧
は
、
個
人
情
報
保
護

の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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たくさんのご寄附ありがとうございました。 長島町ふるさと納税

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
者
一
覧
は
、
個
人
情
報
保
護

の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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わが町の地方創生

↑盛況だった「名山きみや」の長島ちらし丼を求める来場者

　毎週土曜日午後３時から放送されている MBC
ラジオ「探検！かごしまじかん」の MC を地域お
こし協力隊の土井隆さんが担当することになりま
した。
　この番組は鹿児島のご当地情報を県外の目線で
全国に発信しています。MBC アナウンサーの原
口奈菜さんと一緒に放送しています。
　これからは、長島町の情報をどんどん発信して
いきます。イベントや紹介したい内容がありまし
たら、PR しますのでご連絡ください。

◎問い合わせ先
　役場地方創生課　☎（86）1101［直通］
　担当　土井　☎ 090（9849）7666

　4 月 22 日、 太陽の里ピクニック広場で長島マ
ルシェが開催されました。
　町内外の生産者が軽トラックやテントでブース
を作り、かんきつ類、サツマイモ、ジャガイモ、
アオサ、天然魚の加工品などを販売しました。
　キッチンカーの飲食ブースでは、地方創生の
一環として進めている料理人と生産者の交流事
業「シェフツアー」をきっかけに、鹿児島市内
の予約困難店「名山きみや」による長島町産の
食材を使用した長島ちらし丼や窯焼きピッツァ

「dieci10( ディエチ )」の特製ピザを販売しました。
町の生産者も仕込みを手伝うことで、より一層一
体感を産むイベントとなりました。
　900 人以上の来場者の中には、「次回も楽しみ
にしています」という意見をいただき、次につな
がる収穫の多い場となりました。
　今後も、長島マルシェに関わる関係者を増やし
て継続的に開催できるように取り組んでいきま
す。

延
べ
３
万
３
１
８
名
の
方
々
よ
り

寄
附
金
３
億
２
２
４
０
万
円
以
上
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
「
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
事

業
」、「
ぶ
り
奨
学
金
基
金
に
関
す
る

事
業
」、「
景
観
づ
く
り
に
係
る
事
業
」

な
ど
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
に
よ
る
寄
附
金
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、

長
島
町
に
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
応

援
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
方
創
生
課

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

たくさんのご寄附ありがとうございました。 長島町ふるさと納税

「探検！かごしまじかん」で情報発信

『長島マルシェ』を開催

↑「かごしまじかん」収録で長島町を PR する土井さん（右）

↑会場中心はテントが設置され、親子で遊ぶ来場者

○
氏
名
は
公
表
の
承
諾
を
得
ら
れ
た

　

か
た
の
み
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
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た
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報
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護

の
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め
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ん
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了
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※世帯主の所得は、国民健康保険に加入・未加入にかかわらず所得判定の対象となります。
※国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行した人数と所得も含めて計算します。
※世帯内に所得の申告をしていない方がいる場合は、軽減措置は適用されません。
　
◎問い合わせ先
　役場税務課国保税係　☎（86）1172 ［直通］

農業用廃プラスチック類回収のお知らせ

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
　ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
　とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
　その他異物を取り除く。

□農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルをはがしてください。
※ラベルをはがしていないポリ容器は、回収しません。
※農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　40 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

40 円 /kg

◇ 注 意 事 項
※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
　車両の両側面にマグネットシートを貼ってください。
※伊唐地区は伊唐港で計量し、伊唐島側大橋手前駐車場で回収を行います。
※昨年、中国国内へのプラスチック類の輸入が禁止となり、適正に処理するために、より高品質の
　再生原料を製造することとなりました。そのため、今回から回収費が大幅に変更となりました。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

　使用済みの農業用プラスチック類などは産
業廃棄物です。これらの処理については「使
用した農家自らの責任で正しく処理しなけれ
ばならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとお
り実施します。回収方法にしたがって、最寄
りの回収場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・
肥料袋（ビニール製のもの）・農薬使用済み
袋　（ポリ容器含む）

回収日 時間 回収場所
6 月 12 日

（火）
10:00 ～

12:00
獅子島アイランドセンター

６月 13 日
（水）

8:00 ～
10:00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港）

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

６月 14 日
（木）

8:00 ～
10:00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

６月 15 日
（金）

8:00 ～
10:00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

田尻公民館

国民健康保険税が変わります
○賦課限度額の改正　
  国民健康保険税を算定する際の賦課限度額は、国が景気動向
を判断し、毎年見直しが行われています。
　平成 30 年度の課税分から医療分にかかる賦課限度額が 54
万円から 58 万円に引き上げられます。

国民健康保険税賦課限度額の改正内容 

医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分 合計賦課限度額

改正前 54 万円 19 万円 16 万円 89 万円

改正後 58 万円 19 万円 16 万円 93 万円

○所得の少ない世帯における軽減判定所得基準の改正
　国民健康保険税では、世帯の総所得金額が、一定の基準以下
の世帯については、「均等割」と「平等割」の軽減制度があります。
　均等割と平等割が所得に応じて７割、５割、２割軽減されま
す。
　平成 30 年度の課税分から軽減割合を決める際の５割軽減お
よび２割軽減の範囲が拡大されます。

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
　回収しません。（持ち帰りとなります。）

５割軽減

改正前
世帯の所得の合計が 33 万円

＋（27 万円×被保険者数）以下の世帯

改正後
世帯の所得の合計が 33 万円

＋（27 万５千円×被保険者数）以下の世帯

改正前後ともに 世帯の所得の合計が 33 万円以下の世帯７割軽減

２割軽減

改正前
世帯の所得の合計が 33 万円

＋（49 万円×被保険者数）以下の世帯

改正後
世帯の所得の合計が 33 万円

＋（50 万円×被保険者数）以下の世帯

所得の少ない世帯における軽減判定所得基準の改正内容
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浄化槽の法定検査を受けましょう

給水装置の維持管理

　浄化槽法定検査は、法律で定められた検査です。浄化槽を持つ
人は、必ず受検しましょう。
   この検査は、浄化槽の保守点検および清掃が適正に行われてい
るか、また適正に使用され浄化槽の機能が正常に維持されている
かを検査し、不適事項があれば、行政及び関係者が状況を把握す
るとともに早期にそれを是正することを目的にするものです。
　知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環境保全協会
の検査員が事前にハガキで通知した検査日に各戸を訪問して、現
場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質検査を行
います（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです）。
  検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象としています )
については事前に指定検査機関から日程通知がありますので必ず
受検しましょう。

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000 円 6,000 円

◎問い合わせ先
　（公財）鹿児島県環境保全協会　☎ 099（296）9000
　県生活排水対策室　☎ 099（286）3685
　川薩保健所衛生・環境課　☎ 0996（23）3167
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

↑法定検査を行う検査員

検査料金（一般家庭 5 人槽～ 10 人槽）

平成 30 年度検針員のお知らせ
　下記検針員が１カ月に１回、水道をお使いの皆さまのご自宅や事
務所にお伺いし、水道メーターの検針を行っています。
　皆さまのご協力とご理解をお願いします。 ○給水装置とは　

　各家庭に水を供給するための配水管から分岐して設けられた給水管及びこれに直結する
蛇口などの給水用具をまとめて「給水装置」といいます。
　水道メーター以外の給水装置はすべてお客様（所有者）の財産です。

○管理区分について　
　配水管の分岐部から水道メーターまでの間に水漏れがあった場合、水資源の浪費や道路
陥没などの原因となります。役場水道課が対応しますので、ご連絡ください。
　また、急に使用量や水道料金が増えたときは、宅地内の給水装置からの水漏れが考えら
れます。お近くの指定工事業者にご相談ください。

第一止水栓

お客様の財産です

水道メーター

お客様の財産です

水道課へご相談ください指定工事業者に
ご相談ください

配水管
（町の施設）

共同住宅など

指定工事業者に
ご相談ください

止水栓

給水管

管理

修理

管理

修理

道路宅地 宅地

水道メーター
止水栓

一般住宅

◎問い合わせ先
　役場水道課水道係
　☎（88）5664［直通］

◎問い合わせ先
　役場水道課水道係
　☎（88）5664［直通］

地 区 担 当 検 針・ 徴 収 地 区 名 等 氏 名 出 身 地 区

第 1 区 田尻・火ノ浦・川床下・川床中・川床上
川床上住宅・小坂・牧・市来崎・脇崎・塩追 瀨 戸 　 繁 盛 田 尻 東

第 2 区 山門野下・山門野中・山門野上・加世堂
梅ノ木山 玉置　ヨシヱ 山 門 野 中

第 3 区 赤崎・山寺・山寺団地・山中・旧山中団地
本町・西・矢堂・官公署 山 角 　 耕 三 山 中

第 4 区 野中・菅牟田・上揚・宮ノ浦 清 　 弘 子 宮 ノ 浦

第 5 区 浦底・浦底岳・福ノ浦・桂代・三船 小 田 　 節 子 浦 底

第 6 区 伊唐・薄井・白瀬・本浦・葛輪 冷 水 　 澄 夫 伊 唐

第 7 区 片側・黒崎 ･ 御所ノ浦・平河内・湯ノ口
幣串・柏栗・立石 横 山 　 光 好 湯 ノ 口

第 8 区 平尾中南・母良木・藤之元・萩之牟礼 松 尾 　 安 平 尾 中 南

第 9 区 口之福浦・茅屋・北方崎・浜漉
犬鹿倉・杉ノ段 大迫　由紀子 犬 鹿 倉

第 10 区 蔵之元・小浜 清 水 　 誠 蔵 之 元

第 11 区 指江・城川内 山 中 　 秀 紀 小 浜

第 12 区 川内・唐隈・広野・潟・汐見・馬込 小 川 　 幸 治 犬 鹿 倉
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2
日

5
日

6
日

17
日

18
日

19
日

20
日

23
日

24
日

25
日
～
26
日

27
日

29
日

辞
令
交
付
式　
（
役
場
）

全
体
朝
礼　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会                                               （
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

小
学
校
入
学
式　
　
　
　
（
城
川
内
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
川
床
中
学
校
）

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
川
床
）

長
島
港（
口
之
福
浦
地
区
）竣
工
式（
口
之
福
浦
）

北
薩
広
域
事
務
組
合
理
事
会　
　
（
出
水
市
）

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
・
出
水
県
際
交

流
促
進
協
議
会
監
査　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
体
育
協
会
評
議
員
会

　
　
　
　
　
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
促
進
協
議
会
定
期
総
会

（
鹿
児
島
市
）

ブ
リ
人
工
種
苗
生
産
施
設
開
所
式（
垂
水
市
）

北
薩
広
域
事
務
組
合
理
事
会　
　
（
出
水
市
）

町
村
会
新
旧
会
長
あ
い
さ
つ
ま
わ
り　
　
（
東
京
）

長
島
町
議
会
第
１
回
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
招
魂
祭                              （
獅
子
島
）

４月

　現在、町では在住外国人の日本語学習・地域と
の交流を目的とした日本語教室「Ｎサロン」を開
講しています。
　N サロンでは、教室運営にあたり、現在数名の
町民のかたに交流サポーターになってもらい、日
本語学習の補助や交流活動を行っています。
　今年度も新たに交流サポーターを募集します。
外国人の方と日本語で交流しながら楽しい教室活
動を作ってみませんか？
　興味のあるかた、もっと詳しく知りたいかたは、
お問い合わせください。

◎問い合わせ先
　役場福祉事務所社会福祉係
　☎（86）1146［直通］

日本語教室交流サポーターの募集

関西かごしまファンデーに参加 　鹿児島の特産品求め長蛇の列　

　４月 15 日、関西かごしまファンデーが京セラ
ドーム大阪（大阪市）でありました。
　関西鹿児島県人会総連合会主催による当イベン
トも 15 回目となり、県出身者など約３万５千人
の来場者でにぎわいました。本町からは、焼酎や
農水産物の加工品などの特産品約70種を出品し、
イベント終了１時間前には完売となりました。
　関西ながしま会会長の金磯清隆さんは「毎回、
長島町の特産品を買い求めるお客さんも多い。今
回も長島のＰＲができて、大成功だった」と満面
の笑みを浮かべました。

　酒は毒か薬か？最新の医学で
分かった正しい飲みかたを解説
します。

　簡単なツボ押しやストレッチか
ら始めてみよう。
　たった 10 秒、1 分で目がスッ
キリするかもしれませんよ。

笠
倉
出
版
社

「
１
日
10
秒
で
効
く

か
ん
た
ん
疲
れ
目
ケ
ア
」

著
　
葉
石
か
お
り

「
酒
好
き
医
師
が
教
え
る

最
高
の
飲
み
方
」

空
木
咲
く
金
鉱
山
の
廓
跡
　
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

手
裏
剣
の
如
く
燕
の
通
り
過
ぐ
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

清
明
や
西
郷
嘆
く
政

ま
つ
り
ご
と        

　
　
　
　
　
　
白
男
川
孝
仁

山
住
み
の
風
つ
れ
づ
れ
の
落
花
か
な
　
　
　
迫
口　

君
代

擁
壁
の
子
等
の
壁
画
や
風
薫
る
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

最
終
の
汽
笛
沖
へ
と
月
朧
　
　　
　

　
　
　
関　

佳
代
美

物
種
蒔
く
母
の
残
せ
し
小
菜
園　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

母
の
た
め
彼
岸
ぼ
た
も
ち
作
り
け
り
　
　
　
二
階
堂
恵
子

地
平
線
見
ゆ
る
島
影
暮
遅
き
　
　
　
　
　
　
坂
口　

静
子

蜜
柑
咲
く
こ
こ
が
故
郷
胸
に
あ
り
　
　
　
　
大
堂　

早
苗

風
光
る
補
助
線
見
え
し
五
時
限
目
　
　
　
　
脇
田　

武
志

積
雪
と
見
ま
が
ふ
ほ
ど
の
霜
降
り
て
日
の
差
し
く
れ
ば
屋

根
屋
根
ま
ぶ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

黄
昏
て
凪
ぎ
し
海
面
に
漁
火
の
遠
く
か
す
か
に
霞
み
て
見

ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

束
縛
を
解
か
れ
十
年
す
ぎ
た
れ
ど
在
り
し
日
の
ま
ま
夫
は

夢
に
顕
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

帰
省
せ
る
子
ら
と
賑
や
か
語
ら
へ
ば
亡
夫
の
写
真
も
ほ
ほ

ゑ
み
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

緑
増
す
広
野
の
畠
の
ゆ
た
か
さ
よ
続
く
石
段
陽
に
光
り
を

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

港
内
の
係
留
船
に
出
入
り
せ
し
燕
ら
忙せ

わ

し
巣
作
り
な
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

透
き
通
る
鶯
の
声
聞
こ
へ
き
て
聞
き
ゐ
る
心
清
め
ら
れ
た

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

閉
校
の
記
念
誌
に
の
こ
る
同
窓
名
傘
寿
と
な
り
て
顔
の
顕

ち
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

枯
れ
松
の
岬
の
城
跡
い
つ
よ
り
か
萌
黄
色
な
る
若
葉
盛
り

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

［
短
歌
］

あ
の
頃
は
角
刈
り
文
太
気
取
り
し
の
弟
の
ア
ゴ
白
毛
生
え

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

も
う
古
稀
か
い
や
ま
だ
古
稀
か
白
寿
ま
で
し
ば
ら
く
あ
る

ぞ
と
指
折
り
て
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

主
な
く
も
柿
の
若
葉
は
か
さ
な
り
て
光
り
を
あ
び
て
風
心

地
よ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

レ
ジ
の
娘
の
大
き
な
マ
ス
ク
今
朝
は
な
し
花
粉
少
な
や
声

弾
み
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

世
に
生
れ
生
る
事
な
ど
難
か
し
い
勝
抜
く
事
よ
負
て
は
な

ら
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

受
け
付
け
の
女
性
は
何
処
も
美
女
ば
か
り　

宗
方　

枕
流

寄
り
添
え
る
子
な
き
夫
婦
に
こ
の
春
の
庭
の
桜
は
咲
き
渡

り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

足
腰
の
達
者
に
息
も
あ
が
ら
ず
に
走
り
続
け
り
夢
の
中
に

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

よ
そ
の
子
の
祝
い
の
帯
を
結
び
や
る
十
九
、二
十
の
肉
か

ぐ
わ
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

犬
引
き
て
行
く
人
紐
の
先
の
犬
犬
立
ち
止
ま
れ
ば
人
立
ち

止
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

長
茄
子
の
花
う
つ
む
き
て
こ
の
朝
を
ひ
と
つ
開
け
り
そ
の

色
淡
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

お
隣
の
ガ
ラ
ス
に
夕
日
が
跳
ね
返
り
わ
が
厨
辺
の
鍋
を
照

ら
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

今
日
も
又
馴
染
み
の
猫
が
庭
に
来
て
た
だ
座
り
お
り
欠
伸

を
し
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

訪お
と
なへ

ば
医
師
な
く
閉
院
の
裏
庭
に
真
紅
の
つ
つ
じ
華
や
ぎ

て
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

↑長島町ブースの前に集まる来場者ら

↑ N サロンのメンバーがお待ちしています
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平
成
30
年
工
業
統
計
を
実
施

　

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。

    

調
査
票
は
5
月
末
日
ま
で

に
調
査
員
が
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
6
月
1
日
以
降
に
提
出 

し
て
下
さ
い
。

　

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
で
き
ま
す
。
詳
し
い
ご
利
用

方
法
は
調
査
票
と
一
緒
に
配
布
さ

れ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
ロ
グ
イ

ン
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
調

査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
趣

旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ

き
、
御
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

　
手
話
入
門
講
座
参
加
者
募
集

　

手
話
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
び

身
に
つ
け
た
い
人
、
手
話
を
通
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
交
流
を

し
て
み
た
い
人
な
ど
、
手
話
に
興

味
が
あ
る
人
の
た
め
の
手
話
入
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
を
全

く
習
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の

方
も
歓
迎
し
ま
す
。
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

小
学
４
年
生
以
上

○
期
間
お
よ
び
時
間

　　　
６
月
20
日
か
ら
11
月
21
日
の
毎

週
水
曜
日
（
全
21
回
）　
　

　

午
前
７
時
～
午
後
９
時

○
会
場

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

　

３
階　

大
会
議
室

※
会
場
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

○
受
講
料　
　

　

無
料

※
た
だ
し
、損
害
保
険
料（
３
０
０

円
程
度
）
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。

○
申
込
締
め
切
り

　

６
月
13
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

巡
回
相
談
を
実
施

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な

ど
を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に

対
応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一

般
相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
身
体
の
こ
と
、
こ
こ
ろ
の
こ

と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

生
活
全
般
の
相
談
に
、
社
会
福
祉

士
、
臨
床
心
理
士
、
理
学
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
な

ど
の
専
門
職
が
対
応
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

　

① 

5
月
22
日
（
火
）

　
　

午
後
1
時
～
3
時

　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

②
7
月
24
日
（
火
）

　
　

・
午
前
10
時
～
12
時

　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
鷹
巣
）

　
　

・
午
後
1
時
～
午
後
3
時

　
　
　

役
場
指
江
庁
舎
一
階

　
　
　

住
民
相
談
室
（
指
江
）

　

③
8
月
14
日
（
火
）

　
　

・
午
前
9
時
～
午
後
12
時

　
　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド

　
　
　

セ
ン
タ
ー
（
獅
子
島
）

　
　

・
午
後
1
時
～
午
後
3
時　

　
　
　

獅
子
島
島
内
巡
回（
※
要
予
約
）

　　　　　　　　　　　　
④
８
月
28
日
（
火
）

　
　

午
後
1
時
～
3
時

　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
右
記
の
時
間
で
相
談
員
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。

※
以
降
の
開
催
日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
順
次
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
上
記
の

相
談
以
外
で
の
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
１

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６   

［
直
通
］

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　

個
人
で
健
康
増
進
活
動
や
、
社

会
参
加
を
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め

る
個
人
ポ
イ
ン
ト
と
、
グ
ル
ー
プ

で
社
会
貢
献
活
動
や
地
域
活
性
活

動
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
活
動
な

ど
を
通
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

団
体
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
町
商
工
会
商

品
券
と
交
換
す
る
事
業
で
す
。
今

年
度
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

項
目
と
し
て
、「
グ
ル
ー
プ
の
新

規
設
立
」
や
「
新
た
な
高
齢
者
の

加
入
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
本

事
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
互
助
活

動
の
活
性
化
や
高
齢
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
活
動
を
促
進
し
、
さ

ら
に
高
齢
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り

や
社
会
参
加
の
促
進
に
つ
な
い
で

い
け
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

(

介
護
環
境
課
内)

　

☎
（
86
）
１
１
５
３

長
島
舞
台
の
映
画
出
演
者

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催

　

長
島
町
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
夕
陽
の
あ
と
」
の
出
演
者
を
募

集
し
ま
す
。

○
日
時
・
場
所

　

７
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

役
場
文
化
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
大
陸
映
画
実
行
委
員
会

　

運
営
事
務
局（
役
場
地
方
創
生
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
０
１
［
直
通
］

平
成
30
年
度
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
の
求
人
受
付
開
始

　

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
採

用
を
お
考
え
の
事
業
者
の
皆
さ
ま

へ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
す
。
近
年
、
県
内
就
職
を
希

望
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
地
元
に
残
す
た
め

に
早
め
の
採
用
計
画
と
求
人
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水　

○
申
込
開
始

    

６
月
１
日

○
求
人
公
開

　

７
月
１
日

○
募
集
開
始

　

９
月
５
日

○
選
考
開
始

　

９
月
16
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
学
卒
担
当

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

自
動
車
税
は
5
月
31
日
ま
で

に
収
め
ま
し
ょ
う

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者(

使

用
者)

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

で
す
。

　

今
年
の
納
付
期
限
は
5
月
31
日

(

木)

で
す
。

○
納
税
方
法

　

金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
ペ
イ
ジ
ー
納
付
の

ほ
か
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ヤ
フ
ー
公
金

支
払
い
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納

付
が
出
来
ま
す
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
期

間
は
5
月
7
日(

月)

か
ら
5
月

31
日(

木)

ま
で
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

身
体
障
害
者
に
対
す
る
自
動

車
税
等
の
減
免
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
が
使
用
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い

て
、
自
動
車
税
と
自
動
車
取
得
税

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
対
象
と
な

る
障
害
の
範
囲
に
該
当
す
れ
ば
、

減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
額
や
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

明
治
１
５
０
年
記
念
式
典
の
開
催

　

明
治
維
新
１
５
０
周
年
に
当

た
り
、
明
治
維
新
の
意
義
や
そ
の

後
の
近
代
化
の
歩
み
を
再
認
識

し
、
後
世
に
継
承
す
る
機
会
と
す

る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
な
ら
で
は

の
歴
史
・
文
化
等
の
魅
力
を
広
く

県
内
外
に
情
報
発
信
す
る
た
め

に
、「
明
治
１
５
０
年
記
念
式
典
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

５
月
25
日(

金)

　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
45
分

○
場
所

　

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
明
治
維
新
１
５
０
周
年
推
進
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
５
７

　
不
妊
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

　

県
で
は
、
不
妊
に
関
す
る
医

学
的
・
専
門
的
な
相
談
や
心
の
悩

み
な
ど
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
専

門
相
談
窓
口
と
一
般
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
す
べ
て

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
子
育
て
支
援
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
０
０
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第７回じゃがいもまつり

の訪れを体感春
　４月 29 日、サンセットの丘会場で、第７回じゃ
がいもまつりが開催されました。
　長島中学校吹奏楽部の演奏によるオープニング
セレモニーから始まり、直後の先着限定のじゃが
いも無料配布では、あっという間に長蛇の列がで
きました。
　じゃがいも掘り取り体験では、受付開始直後で
定員に達するほどの盛況で、毎年参加されるリ
ピーターのお客さんも多くいました。
　宮崎県日南市から来場された酒井ミサ子さんは

「毎回、楽しみにしている。長島のじゃがいもは
評判が良いので、親戚にあげる分まで掘って帰り
たい」と笑顔で話しました。

↑不審者の特徴を伝える訓練をする児童ら

子ども 110 番訓練

下校には気を付けて登
　鷹巣小学校では、４月 23 日、阿久根警察署員や
スクールガード・リーダーを招き、子ども 110 番訓
練を実施しました。鷹巣小校区の「子ども 110 番の
家」の紹介の後は、児童の中から代表者が登下校中
に不審者に遭遇した場合の訓練を実施しました。阿
久根警察署員からは「不審者の身長・年齢・車のナ
ンバーを覚えること。また、一人で登下校せずに、
不審者だと思ったら、近づかないこと」などの講話
がありました。
　２年生の建山陽斗くんは「不審者に会ったら、距
離を取るようにする」と感想を発表しました。

長島港（口之福浦地区）竣工式

業の振興を願って漁

　４月 18 日、長島港（口之福浦地区）の工事竣工
式がありました。
　この事業は平成 24 年度から 29 年度の６年間、総
事業費約８億９千万円を投じて完成したものです。
　式典には、川添健町長、工事関係者、地元公民館、
町関係者ら約 50 人が出席し、港の安全を祈願し、
その後、記念碑の除幕式が行われました。
　藤之元自治公民館長の白濵輝記さんは、　「物揚場
や浮桟橋も整備されたことで、作業の効率化が見込
まれる。漁民の所得向上につながれば」と期待を込
めました。

↓
記
念
碑
の
除
幕
を
し
た
関
係
者
ら

↑ドライバーにアオサを配り安全運転を呼びかけ

交通安全アオサ作戦

全運転の呼びかけ安
　阿久根地区交通安全協会長島東支部では、平成
30 年春の全国交通安全運動期間に事故の未然防
止を図ろうと、４月６日、赤崎橋パーキングパー
クで、恒例の交通安全キャンペーン「アオサ作戦」
を実施しました。
　この作戦には、同支部役員のほか東町漁協、鹿
児島相互信用金庫の職員らも参加し、乾燥アオサ
を配りながら、ドライバーに安全運転を呼びかけ
ました。
　阿久根警察署の入木田葉子交通課長は「キャン
ペーンを通じて、１件でも交通事故を減らせるよ
うに取り組んでいきたい」と話しました。

↑今春赴任された教職員

平成 30年度転入学校職員宣誓式

転入職員が意気込み新
　平成 30 年度転入学校職員宣誓式が４月 10 日、
役場指江庁舎大ホールで開催されました。
　本年度に転入された教職員は町内 12 校の小・
中学校で 28 人。式では村田研史教育長が「『子
どもに恥じない自分であるかを常に考えること』、

『組織としての学校を作ること』、『地域からの信
頼がある学校を作ること』の３点を念頭に置いて
頑張ってほしい」とあいさつしました。
　転入者を代表して、平尾中学校の谷優一教諭が

「教育を通じて、国民全体に奉仕する教育公務員
の職務とその責任の特殊性を深く自覚し、誠実か
つ公正に職務を全うすることを固く誓います」と
力強く宣誓しました。

町内の小中学校で入学式

新
　４月 6 日、町内の小学校７校と中学校５校で
入学式が行われました。本年度の新１年生は小学
校 83 人、中学校 110 人の計 193 人です。
　城川内小学校では、15 人の児童が入学。中野
茂隆校長が「皆さんの入学を楽しみにしていまし
た。早くお友だちと仲良くなり、楽しい学校生活
を送って欲しいと思います」と式辞を述べました。
　同校には、本年度から旧汐見小学校の子どもたち
も通うことになり、本年度の全校児童は 98 人となっ
ています。

↑名前を呼ばれ元気な声で返事をする児童

たな学校生活がスタート

↑じゃがいもの無料配布に集まる参加者
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ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ

り
、
長
島
町
の
じ
ゃ
が
い
も
が
出

荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
３
月
ま
で
、
県
東
京
事
務

所
に
出
向
し
て
お
り
、
業
務
の
１

つ
と
し
て
、
築
地
市
場
で
農
産

物
・
水
産
物
の
調
査
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
代
表
的
な
春
の
野

菜
は
じ
ゃ
が
い
も
で
あ
り
、
特
に

長
島
産
じ
ゃ
が
い
も
は
市
場
関
係

者
や
飲
食
店
・
量
販
店
の
食
材
仕

入
れ
担
当
者
な
ど
か
ら
も
評
価
が

高
か
っ
た
で
す
。
市
場
で
長
島
産

じ
ゃ
が
い
も
が
大
量
に
取
引
さ
れ

て
い
る
様
子
を
見
る
の
は
と
て
も

嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
も
長
島
産
じ
ゃ
が
い
も
が

全
国
の
皆
さ
ん
に
お
い
し
い
春
を

届
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
　
　
（
田
上
徹
）

10,542 (+17)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

5,107 (+14)
5,435 (+  3)

  4,494 (+29)

平成 30 年４月 30 日現在
(　) 内は前月比

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
会
」
開
催

　

４
月
28
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
色
と
り
ど
り

の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
透
明
な
液
体
と
と
も

に
瓶
詰
め
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
こ

と
で
す
。

　

初
め
て
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た

が
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
か
た
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
形
の
異
な
る
透

明
の
瓶
に
、
用
意
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
色
や
種
類
を

変
え
な
が
ら
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
丁
寧
に
詰

め
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
迷
い
な
が
ら
制
作
し
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
世
界
に
ひ
と
つ

だ
け
の
植
物
標
本
を
楽
し
そ
う
に
作
っ

て
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑瓶の中に咲く色鮮やかな植物 ↑ハーバリウム制作中の参加者たち
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↑自宅を取り囲むように植えられているシバザクラ

花
フ
ェ
ス
タ
の
第
二
会
場
？

　

４
月
中
旬
、「
シ
バ
ザ
ク
ラ
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い

る
場
所
が
あ
る
」
と
の
情
報
を
聞
き
付
け
、
カ
メ
ラ
を

持
っ
て
現
地
ま
で
行
き
ま
し
た
。

　

場
所
は
小
浜
集
落
の
橋
口
久
美
子
さ
ん
宅
周
辺
で
、

色
鮮
や
か
な
シ
バ
ザ
ク
ラ
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

前
の
道
路
を
通
る
人
た
ち
か
ら
は
、「
シ
バ
ザ
ク
ラ

が
き
れ
い
だ
」、「
花
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
の
よ
う
だ
」
と

声
を
か
け
ら
れ
、
車
か
ら
降
り
て
写
真
を
撮
る
人
も
多

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

シ
バ
ザ
ク
ラ
の
管
理
を
し
て
い
る
の
は
、
近
所
に

住
ん
で
い
る
男
性
で
、「
３
年
前
に
、
畑
の
斜
面
に
草

が
生
え
る
前
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
え
始
め
た
こ
と
が

き
っ
か
け
。
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
植
え
付
け
を
毎
年
拡
大

し
、
色
の
種
類
も
増
や
し
て
い
る
。
夏
は
水
の
管
理
が

大
変
だ
け
ど
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
の
で
、
き

れ
い
に
咲
い
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８６

８ ９３ ７

１５１０ １３ １４

２２ ２３１７ １８ ２０ ２１

１２

５４

１９

１１

5/27 ２１

６

２４ ２５ ２６

5/28 5/29

１６

２８

5/30 5/31

２７ ２９ ３０

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○林胃腸科外科 73-3639
○平田整形外科クリニック 62-8801
○つかさとクリニック 67-5560
○よしだ歯科クリニック 79-3443
□阿久根薬局 72-1017
□ひまわり薬局 62-6070
□いまがた調剤薬局 65-7550
□そうごう薬局 64-8161
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談（１歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○よう皮ふ科医院 63-1112
○二宮医院 62-0167
○水野歯科医院 82-0064
□長島調剤薬局 64-5555
□三文字薬局 75-0073
□あすか薬局 63-7322
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 東馬鈴薯選果場
・伊唐大橋前駐車場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

□農業用廃プラスチック類回収
（平尾サメシマフーズ駐車場
・小浜港野積場）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 長島馬鈴薯選果場
・田尻公民館）

○長島クリニック88-6405
○有村産婦人科・内科 73-4180
○福永内科循環器科 62-8200
○東医院 67-1861
○柏木歯科クリニック 79-4618
□しおかぜ薬局 88-6011
□さかえまち薬局 72-0978
□すくすく薬局 72-5010
□かりん薬局 64-1400
□スマイル薬局出水店 67-2055
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（2カ月）
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□農業用廃プラスチック類回収
（獅子島アイランドセンター）

○平尾診療所 88-2595
○上園医院 73-1055
○高尾野診療所 82-0017
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○しお歯科医院 67-5844
□本町薬局 73-3233
□高尾野会営薬局 64-2110
□クレイン調剤薬局 63-4300
□会堂薬局 64-8280
◇出水総合医療センター 67-1611

　


	1805p.pdf
	18052700

